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序 章

1920年 代 の ソ連 邦 に お い て 中央 ・地 方 の各 紙 は、 読者 に積 極 的 な投 書 を呼 び か け る と共 に 、

彼 らを 自紙 の通信 員(KoppecnoHAeHT)と して組 織 し、よ り密 接 な連 絡 を確 立 し よ う と努 めた 。

か よ うな試 み は、 ま ず都 市 部 にお い て 工場 労働 者 を主 対 象 と した労 働 者 通 信 員(pa60qH盈OPP

ecHoHAeHT):ラ ブ コル(pa留oP)の 運動 と して展 開 され た が 、ネ ップ の本 格 展 開 に伴 う農 民

問題 へ の 注 目の高 ま り と共 に、 農 村 地域 へ も漸 次 拡 張 され た。 こ うして1920年 代 半 ば ま で に運

動 内 の最 大部 分 を構 成 す る に至 った の が農 村 通 信 員(ceπbcKH壷koPPecHo瓢eHT):セ リコル(c

eπbKOP)の 運 動 で あ る。 従 来 、都 市 か ら 「派 遣 」 され た コム ニ ス トを推 進 主体 と した 、農 村
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社会 に対す る専 ら一方 的な宣伝 運動 として評価 され てきたセ リコル運動 は、実際 には一般 の農

民 の偶然的投書を一次 的形 態 とした、多様 かつ広範 な大衆的契機 を含む運動 として構想 され て

お り、単に体制 か ら農 民に対す る働 きかけだけで な く、逆 の過程 、す なわち農民か ら体制 に対

す る ヴェク トル を も媒介す ることが期待 されてい た。体制 と農村 、権力 と農民 との接点 として

の農村出版物 、及 びそれ らの周 囲に形成 された農村通信員運動 は、当該期の農村政策の展 開、

そ して 当該期 の農村地域社会 におけ る諸現実過程 に対 して、極 めて有効 な視座 を提供す るもの

と思われ る。本論 にお いては、通信員運動 を、本来的 に大衆志 向の、体制 と農民 との相 互作用

の媒介 を目指 した試み ととらえ、そ こでの体制か ら農民 に対す る働 きか けだ けでな く、運動 を

通 じた農 民か ら体制 に対す る反作用 の在 り方 について も注 目す る。対象時期 は、 出版 物の農村

地域への普及 と共 に運動 が形成 され始 めた1923年 半ば頃か ら、対農民関係 の全般的危機 と共 に

ネ ップその ものが終焉 を迎 え る1929年 初 め頃まで と し、末端 にお ける現実過程 に常に注意 を払

いっっ も、 ラブセ リコル に関す る先行諸研究の大 きな欠落部分 であった ところの運動の政策史

的 ・理念史的側面 の解 明に力 点を置 く。

本論の構成 は以下の とお りである:第 一章 においては、セ リコル運動の 「前史」 と,して、革

命前 のボ リシェ ヴィキ出版活動 に端 を発 し、革命 後の 『プ ラ ウダ』 の実践に よって継 承 ・発展

させ られ るところの通信員運動 の基本理念 について、ネ ップ期 にお ける通信員運動の事実上の

創設者であ り、当該期 を通 じてのその最大 の擁 護者 で あ り続 けたH.ブ ハー リンの運動構想 、

そ してそれ をめ ぐる党 内論議 を中心に議論 を進 める。第二章 においては、1923-1925年 にお け

る農村出版活動 の展開 とそ の周 囲にお ける通信 員運動の形成 について、 当該期の二大農 民全国

紙 であ る 『貧農』『農 民新 聞』 を中心に追 う。 第三章 において は、運動 の発展 と共 に先鋭化 し

た農村地域における通信員迫害 の問題 をクローズ ・ア ップ し、 当該期の農 村政策におけ る新 た

な志 向 との関連 において、か かる問題 の再検討 を試 み る。 第四章 においては、いわゆ る 「再建

期」の到来 と共 に、大衆へ の働 きかけ とい う従来 とは逆 の ヴェク トル が追求 され るに至 った1926

-1927年 の通信員運 動を
、主に農 村 にお ける建設活動 との関わ りか ら追 う。 終章においては、

1928年 以降の危機 に際 しての通信 員運動 をめ ぐる情勢 の一変 と、やがては運動 その ものを も巻

き込 んで行 くところの 巨大 な転換の意味内容が当該期 のブハ ー リンの思想 と行動 か ら明 らかに

され た後、全体の総括 と若 干 の今後 の研究展望が提示 され るで あろ う。

第一章 前史 一ボ リシェヴィキ出版活動 と通信 員運 動の基本 理念.

「集 団的煽動者」 「集 団 的宣伝 者」 「集 団的組 織者」 とい う有名 な レー ニ ンの出版 テーゼ は、

出版媒体が革命運動の推進 において果た しうる潜在 的可能性 を見抜いた彼 の鋭敏 な洞察力 の賜

物 であった。 しか しレーニ ンが 出版媒体 に求めた役割 も、革命 前期においてボ リシェ ヴィキの
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出版活動 が実際 に担 っていた機 能 も、 これ らのテーゼ のみ では言い尽 くせ ない ほ ど豊か なもの

であって、それは、 しば しば複数 の国境線 をもって隔て られ ていた革命党 と末端の労働者 大衆

とを結び付 け、それ らの間の様々な相互作用的や り取 りのほ とん ど全 てを媒介す らしたので あ

る。 このよ うな出版媒体 を通 じての大衆 との相互作用 は、ボ リシェ ヴィキの党活動の伝統 の一

部に組み込 まれ、幾つ かの レーニ ンのテーゼ と共に、革命後 の出版活動 を担 う活動家た ちに継

承 され、新 たな状況下 に新た な意図 をもって、通信員運動 とい うこれまたユ ニー クな大衆的社

会運動へ と展開 され る。

革命後 において も出版活動 とい う特殊 な活動領域 が大衆 との提携 において引き続 き巨大 な意

義 を与 え られ続 けた背景 と して、新 たな ソヴィエ ト体制 下にお ける 「機 構(anHapaT)」 の問

題 が存在 していた。そ の現状 は、革命前期 にボ リシェ ヴィキが描いた 「コンミュー ン国家」 の

展望 とは程遠 いもので あった。それ は指導部 と末端 大衆 との有効な結び付 きす ら提供せず 、官

僚的機能 障害 を示す これ らの機構 を通 じては、中央 の 「良き」施策 もいず れかの段階 で滞 り、

他方 であ らゆる下か らの要素 も上向の過程 で濾過 され て しま うの であ る。 そ して 同種の 問題

は、党 と大衆 との隔絶 とい う形 で、 「プ ロ レタ リアー ト独裁 」の根源 的危 険 をも生 じさせ かね

ない性格 を有 していた。

こ うした官僚 的機構 体を介 した不活発 な、あるいは 「死んだ」結び付 きの反対物 としての、

出版物や通信員運動 を通 じた 「生きた」結び付 きの確保 とい う発想 は、ブハー リンの通信員運

動構想 の根幹 をなす もので あった。彼 は、出版物 を通 じた 「上か らの」呼び かけ と投書 による 「下

か らの」呼応 とい う仕 組み を整備す る ことで、末端大衆 との 「非機構的 な」結び付 き、それ ら

相互 のよ り直接 的な意 思疎通 の経路をっ く りだそ うと試 みた のであった。ま さにそのゆ えに、

彼 は、運動 をその他 の組織や機構 に縛 り付 け、その一部 と変わ らぬ状態 に して しま うよ うな、

あ らゆる 「既存の組織 原理」の採用 を断固 として拒否 した。 こ うした組織的差別化 は、後 に大

衆的活力 に満 ちた社会組織 と しての通信員運動 によって、 「既存 の諸組織」の諸弊害 の矯 正が

本格 的に試み られ るよ うになる とき、 と りわけ大 きな意味 を持っ ことになる。

第二章 ネ ップ下の農村 出版物 と通信員運 動の形成

ブハー リン的理念 のも と、労働者 大衆を主対象 として都市部 を中心 に展開 されていた通信員

運動の実践 は、『貧農 』『農 民新聞』 の二大農民向け全 国紙 の尽 力に よって、1923年 以降、農村

地域 にも拡 大 され 、急速 な成長 を遂 げる。新 たな農村通信員運動 の 目指す ところは、情報機構

の末端、ない しその代用物 を農村地域 において創設 しよ うとす る優れ て情報技術的 な試 み とは

性格が根本 的に異 なっていた。 それ は末端の農 民に対す る第一次 的な接近 を 目指 した当該期 の

出版政策の延長 上に形成 され た運動で あ り、投書 とい う、そ こでの農 民の原初 的反応形態 に積
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極的意義を認め、それに恒常性と積極性 を与えることで農民から体制に至る意思疎通の経路を
ス ム イ チ カ

つ くり出 し、労農提携 の確立 ・強化 の手段 と して最大限 に利 用す ると共にそれ を農 民の社 会的

領域へ の最初 の接 点 として、活動 を通 じて農民の啓蒙教化 ・社会性 の酒養 を図 り、 さらな る公

共活動 ・建設活動へ と引き入れてい くとい う壮大な試 みで あった。 ゆえに運動が最 も志向 した

のは、専 ら農 業に従事 し、 しばしば ソヴィエ ト権力 につ いて何 も知 らない よ うな末端 の非党員

農 民層 であった。

まず最初に運動へ と関わった人々は、各村落 の 「先進 的農 民」 と把握 ざれ た。運動 の萌芽期

であ る1923年 半ばにおい ては、農村 出版物 は未 だ普及途 上にあ り、何 よ りも農村 におけ る著 し

く低 い識字率 は、当初 か ら一般 の農 民がセ リコル運動 に対 して大衆 的に関与 す るのを許 さな

かった。 ゆえに最初期 のセ リコル の隊列の 中には、読み書 きはで きるが農 業 との関わ りが相対

的に薄 い住民部分、す なわち様 々な農村活 動家層 ・農村イ ンテ リ層が少 なか らず含まれ ていた。

しば しば彼 らは党員 、 コム ソモール員 であ り、その場合彼 らは、運動の定礎 には一定め役 割 を

な し得 て も、その 「大衆的」発 展に直接寄与す るこ とはで きなかった。他方で、後進的 な農村

において より 「文化的」で、農業改良や経営 の発展 に強 く関心を持っ がゆえに一般 に共 同体慣

行に不満 を抱 き、 しば しば区画地的土地利用へ の脱 出を図る よ うな農民層 の運動へ の初期 的関

与が見逃 され るべ きで はない。経済的 には農 業の復 興、そ してその一層 の発展 を最重 点課題 と

した 当該期 の農村政策 は、そのよ うな農民た ちの 「先進 性」 と 「勤労性 」 を認 めていたが、彼

らは実際に も農民内 にお け る一っ の有力 な傾向 を代表 してお り、セ リコル運動は彼 らに出版 物

を通 じた 自己主張 の可能性 を提供 したのである。 また様 々な啓蒙 ・教育活動 の進展、出版物の

さらな る普及 は、農 民の大衆 的部 分の通信員運動へ の参与 の可能性 を増大 させ 、運動 の 「大衆

的」拡大、運動 の 「農 民化 」が時 と共 に進行 した。

運動の性格 と経緯 か ら してその構成 は雑 多であ り、セ リコル像 は しば しば矛盾 していた。セ

リコルは しば しば 「恒常的通信員」 と 「非恒常的(あ るいは偶然的)通 信 員」 とに分けて把握

ア ク チ 　 フ

され たが、編集 部 と強 く結び付い た寄稿者積極分子で 、言葉 の正確 な意味で のセ リコルで ある

前者 に対 し、多 くの場合後者 は、何 らかの客観 的必要性 に迫 られてペ ンを取 った一般の農民た

ちに過 ぎず、両者 の性 格 には少 なか らぬ差異が存在 した。 しか し初期セ リコル運動 においては、

もちろん偶然的発 信者 の恒 常的通信 員への不断の前進 が期待 されつつではあ るが、両者 間の深

刻 な隔絶 は感 じられ てい なかった。 「復 興 期」の農村政策 の志 向性 は、か か るアマル ガ ムが雑

多なが らもある程度統 一的な体裁 を整 えるの を促 進 したで あろ う。何 よ りもそれは、農 民が純

粋 に農 民的な姿勢 を保 ちつつ最 も活発 なセ リコル として活動す る可能性 を提供 していた。1925

年3月 のセ リコル代表 団のス ター リン会見 は、 当時 の最 も活動的 なセ リコルた ちが、正 に 「農

民の代弁者 」 として振 る舞 っていた ことを端 的に示すエ ピソー ドである。 これ らと並行 して 中
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央の諸機 関におい ては、出版物 を介 してや って くる膨大 な数 の農 民の手紙へ の個別的対応や そ

れ らの政策 的反映 を図る真剣 な努力が行 われ てお り＼ その よ うな手続 きの制度的整備 も進 んで

い た。 こ うしてセ リコル 運動 とい うチ ャンネル を通 じて 中央へ ともた らされ た農 民の諸要 求

は、やがて当該期 の親農 民的諸政策の さ らな る発展 ・深化 へ と帰結す る。

第三章 セ リコル迫害 問題 と末端機構の改善

前章までで見 てきた よ うに、初期セ リコル 運動 に期待 されていたのは、主 として農 民か ら体

制へ と向か うヴェク トル を媒介す る機能で あったが、 当該 期 の運動がその よ うな役割 を担 わ さ

れた背 景には、ま さに 「機構 」の問題、末端機 構の農村社 会か らの 「遊 離」ない し農村社会へ

の 「埋没 」 と形容 され る当時の客観的状況が存在 していた。農村地域 の党 ・ソヴィエ ト機 関は

量的に も質 的に も著 しく弱体 であ り、地域の実情 にかな う実際的活動 も、農 民の訴願や諸 要求

の吸い上げ もできず 、その現状 は しば しば農村住民 の不満の直接 の対象 で あった。セ リコル運

動に も確 と継承 され ていた通信員運動 の基本理念、現下 の体制 にお ける機構 の硬 直性 ・官僚性

の解 毒剤 と して運動 を通 じて大衆 の活力 を導入す る とい う発想 は、1924年 秋 の 「ソヴィエ ト活

発化 」政策 の開始 に伴 い、出版活動 を通 じた末端機 構の改善 が一種 のキャンペイ ンとして呼び

かけ られ るに及 んで政策 的祝福 を受けるに至 る。それ はよ り広範 な農村 住民層にア ピール し、

運動 の成長 を一層促進 す る と共に、既存 のセ リコル たちの摘発活動 の矛先 を末端機構 へ と向 け

させ 、全体 と しての運動の農 民的性格 をよ り明確化 させ た。

末端機構 の側 もセ リコル運動内のその よ うな傾 向を素早 く察知 し、敏感 に反応 した。運動の

急速 な成長 と共に先鋭 化 したセ リコル迫 害問題 は、運動 のこ うした方 向性 に対す る末端機 構の

側 か らの拒 否反応 と して理解す ることが可能であ る。 と りわけ地方党組織 は、末端機 構 を対象

とした執筆 活動全般 を、一様 に農村社会の側 か らの突 き上 げ と理解 し、農村細胞か ら、 しば し

ば郷 ・郡 の レヴェル まで強固 な一体性 を示 して抵抗 した。 そ こに彼 らは、 自分た ちが 「プ ロ レ

タ リアー ト独裁 」 とみ なす体制全体の深刻 な脅威 を見 いだ したのである。地方党組織 は、近隣

のセ リコル の活動統制 に躍起 とな り、手紙 の検 閲や差 し止 めを試 み、中央 では早 々 と放棄 され

たセ リコル の任命 制 ・選 出制 に長 らく固執 した。同時期 に党中央で展 開 され た通信員 の組織形

態 をめ ぐる論 争 において も、セ リコル運動 に対す る党内 の同種 の不 安 を看取す るこ とがで き

る。 しか し当該期の諸論争 は、農民 に対す る体制側 の譲歩 の色彩 を帯びつつ も、政治的 に も、

経済的にも、農 民の側 の 自発的 ・民主的契機 を最大限に尊重す る方向で全て決着す ることになる。

第四章 農村 出版活動 と 「再 建期 」の諸任務

運動 の進 展 と共 に、末端 におけ るセ リコル と党組織 の軋礫 は止む どころか、永続化す る兆候
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を示 した。大衆は末端の コムニス トの悪行や職権濫用 を告発す るだ けでな く、 しば しばソヴィ

エ ト国家 にお けるコムニス トの指導 的立場 の疑 問視 にまで、個 々のコムニス トだ けで な く、党

その ものの攻撃 にまで進んだ。 この よ うな大衆 の側 か らの 「攻勢 に際 して、切迫 した政治的

危機意識 を抱 くに至 った党指導部は、1925年 後半以降、本来相互作用的 と想定 されていた とこ

ろの運動 にお けるバ ランスの回復 を模 索 し始 め、それ は1926年5,月 の第3回 全連 邦会議 のブ

ハー リン報告 において 「党指導の強化 」な るスロー ガンをもって、明確化 され るに至 った。 し

か し少 な くない苦労 の末 に獲得 された通信員運 動 の特性 確保 に対す る配 慮 は引 き続 き巨大で

あった。 「新 しい組織 」の基本原理 は全 く変 更 されなか った し、ラブセ リコル の 自発 性 は、新

たな教育 ・組織活動の推進 に際 してす ら、最大 限に尊重 されね ばな らなか った。

かかる展開 の一つの背景 としては、通信員運動 に関す る従来 の党 中央の方針が末端党組織 の

知 るところ となってお らず、それが運動 の偏 った展 開の原 因 となってい る との認識が あった。

ゆえに新た に強調 された指導の 「強化 」は指導 の 「改善」 とほぼ同義で あ り、内容的 には従来

の党の任務 を再強調 した のみ の部分が少 な くなかった。 しか し事態 は一 向に好転 の気配 を見せ

ず、その後 も何 らかの調査や報告の度に明 らかにな るのは、中央 の意 向が末端 の党組織 にまで

はほとん ど到達 してい ない とい う事実であった。指導 は相変 わ らず 、完全 な放任 か露骨 な圧迫

かに歪曲 され てい たままであった。

この よ うな党組織 の側 の鈍 い反応 に比 べて、出版活動 を通 じた体制 の側 か らの新 たなア プ

ローチに対す る農民 の側 の反応 は極めて敏感 であった と言 える。経済建設 にお ける 「復興」 か

ら 「再建」へ の移行意識 も手伝 って、農村 地域 のア クチーフ と見 られ たセ リコル に対す る党 中

央の要請 は著 しく増大 した。今やセ リコル は、体制 か ら農 民へ とい う従来 とは逆 の ヴェク トル

の媒介 に努 め、 当地 にお ける様々な建設課題 を成 功裏 に達成す るために中央 の諸 スローガ ンを

積極的 に実践 しっっ、他方で あ らゆる下か らのイニシャチ ヴを喚起 し、それ を上へ と吸い上 げ

る機能 を期待 され るに至 ったのである。 かか る新 路線 の採用 に よって1927年 までに明確化 した

のは、それ まで広義 の 「セ リコル運動」 と して統 一体の外観 を保 ってい た農村住民 の投書行動

内部 にお ける分裂傾 向、狭 義 の 「セ リコル」、セ リコル ・ア クチー フ と一般 の偶然 的発 信者 と

の間の溝 の深 ま りであった。新路線の切 り札 と見 られ た農村地域 にお けるサー クル ・壁新 聞活

動 は、専 ら前者 のみ によって推進 され、後者 の段 階的参入 を伴 わなかった。 さらには運動 の基

礎過程において、既存 の通信員 の離脱の増 大、新参者 の減少 、 さらには全て の起点 である とこ

ろの農村 出版物 の購読部数 にす ら陰 りが見 え始 めたのである。 しか し中央 の指導者 たちは、再

び地道 な運動展 開か らの建て 直 しを決意 していた よ うに思 われ る。 「危機」 は未 だ破綻 を意味

してはいなかった。

この よ うに全体 としてバ ランス ・シー トはマイナスであったが、文化活動や経済建設等 の領
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域 にお ける運動 を通 じた農民大衆へのア ピール は、 しば しば恐 ろしく 「非合理的 な」農村社会

の伝統 との相克 を経験 しつつ も、ある程 度の実効性 が伴 っていた よ うに思われ る。 しか しネ ッ

プ の相対 的 に平穏 な 日々 は長 くは続か なかっ た。1927年 末 の穀物調達危機 に端 を発 した ボ リ

シェヴィキ と農民 との相 互関係 の激 震は、 「再建期 」の諸政策 はお ろか、その大前提 であ ると

ころのネ ップ的枠組みその ものまで も押 し流す であろ う。

終 章

1927年 末か ら先鋭化 した穀物調達危機 は対農民 関係全体 を未曾有 の緊 張へ と導 き、通信員運

動 の よって立っ基礎 は大き く揺 らいだ。新 たなス ター リン派の面々は、危機 に際 して 、通信員

運動が未 だ媒介 していた ところの農民か らの ヴェク トル を払い のけ、逆に権力 の論理 を全 面主

張す る道 を選 んだ。すなわちそれ まで大衆か ら党へ、党 を通 じて国家へ と向かっていた社会的

ヴェク トルは・国家 との 「癒 着」 の一帰結 として今や 「国家理性」 の虜 となった党に よって・

権力 の論 理を もって拒絶 され るに至ったので ある。か くして体制 と農民 との相互作用の媒介物

として のセ リコル運動 は終焉 を迎 え、その後 には運動 に関す る幾つ かの 「伝説」 と、権力の論

理 を専 ら一方的に喧伝 し、大衆 を動員 ・操作す るシステ ムのみが残 され た。

以上の ような展 開を見せ たネ ップ期の通信員 運動 を理念 と実践の両面 において一貫 して リー

ドし続 けたのは、党の最 高指導者で あると共に、党 中央委員 会機 関紙 『プラ ウダ』 の編集主幹

として当該期 におけ る最 も傑 出 した出版活動家の一人で もあったブハー リンであった。運動 を

機構 の反対物 たる大衆 の 自発 的社会組織 た らしめよ うとその組織原理の案 出 に頭 を悩ませ たの

も彼で あった し、それ を通 じての大衆 的 ・社会的契機 の導入 による大胆な機 構改善の試 み を主

導 した のも、後期 ネ ップの状況 下において運動 内部 のバ ランスの回復 に努 めたの も彼 であっ

た。 そ して1920年 代末におけ る彼 の最終的 な政治的敗北 と共 に、ユ ニー クな大衆的社会運動 と

して の通信員運動 も終焉 を迎 えた のであ る。新 た なス ター リン派が掲 げ る国家 の論理 に対 し

て、ブハ ー リンは、通信員運動 の媒介す る社会 の論理 を対置 したまま、政治 の表舞台 か ら退場

して行 くことになった。 それ は、古典的マル クス主義が掲げた 「国家か ら社会へ 」の理念 の ソ

ヴィエ ト政治 の舞台か らの退場 を意味 し、従来、党が大衆 に対 して体現 していた ところの リー

ダー シ ップの根本的変質 を伴 った。

続 く第1次 五か年計画期 に工業化 と集 団化 の熱狂 の中で最後 の輝 きを見せ た ラブセ リコル運

動 は、以後、大衆 の動員手段 として もその有効性 を急激 に減退 させ てい く。 ス ター リニズムの

興隆 と共にその沈滞 は30年 半 ばに極限状態に達 した と言 われ る。 大戦 を経て、50年 代後半か ら

60年 代 にか けて、 「ス ター リン批判 」の流れ に沿い、大衆の 自発 的社会運 動 としての通信 員運

動は再度注 目を浴 び るに至 るが、そのよ うな動 きも、 よ り大きな レヴェル での 「非 スター リン
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化」 の試 みの終 息 と共 に頓挫 して しまった。以後70年 代 に入 って も、そ して ソヴィエ ト社会 の

停滞 の中で80年 代 に入 ってす ら運動 の蘇生が試 み られたが、結 局は実を結 ぶ ことはなかった。

これ はスター リン体制成 立以 降、 ソヴィエ ト社会 の本質的な要素 とな り、その後 も持続 的に本

質的であ り続 けた ものが、ラブセ リコル運動の原理 とは相 いれなかった ことを示 唆 してい る。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、ネ ップ期 ソ連邦 において展開 された農 村の出版活動 と農村通信員運動 に焦 点を定

めて、そ の展 開過程(1923-29年)を 農 民の膨 大な通信文 を基礎史料 とし、その解読分析 を と

お して農村社 会=農 民大衆 の 自律性 を解 明せ ん とした もので あ る。 この作 業 を とお して論者

は、最終 的に当該期の 「プロ レタ リアー ト独裁 」下 においては、党 と国家 と社会 には独 自の緊

張 と相互 間の 自律性 を特徴 とした関係 が存在 した こ とを明 らかに しよ うとしてい る。

本論文 の序章では、 まず こ うした基本課題 が提示 され るとともに、これ までの内外 の研究史

が整理 されてい る。1991年 の ソ連邦崩壊 に よって、 ソ連邦史 はよ うや く歴 史研 究の対象 となる

とともに、第一次史料利用の可能性 が開かれ ることとなった。 その よ うな条件 は、カナ ダや ア

メ リカの若手研 究者 による農村 出版活動や農村 通信 運動 に関す る学位請求論 文を多数生 み出 し

てきた。論者 は、そ うした一定の歴 史研 究の蓄積 を前提 としつつ も先行研 究史には らまれ る問

題点 に注 目す る。それ は、ネ ップ期の農村 通信 員運動が、何 よ りも党中央 か らす る 「上 か ら」

の農 民大衆への啓蒙 ・宣伝 ・指導活動 に他 な らない とす る基本 的な観点 が貫 いているこ と、そ

の背後に はネ ップ期 の ソ連 邦においてはす でに 「党=イ コール 国家」 である とす る体制 が確立

してお り、農村社 会は これに受動 的に対応す る存在 に過 ぎなかった とす る固定的な見方 が存在

した点で ある。論者 は、 こ うした観 点を批判 して、ネ ップ期 の ソ連邦体制 は、まだその内部 に

国家権 力の主導性 をめ ぐる対 立が存在 していた こと、また農村社会 は決 して受動 的な存在 だっ

たのではな く、党の末端機構 と農村通信員 との間には独 自の緊 張関係 が存在 していたのではな

いか、 とい う基本視 角 を立ててい る。

その上で、まず第 一章では、ポル シェ ヴィキ革命 において位置づ け られ た出版媒体 の役割 に

関す るレーニ ンの基本理念 「革命 を指導 し、推 し進 める もの として の、 また党 と人民大衆 をつ

な ぐ媒 体 と しての出版活動」 が確認 され る。 その上で、労働者 に対す るラブ コル運動 と並 んで

組織 された農村 に対す るセ リコル=農 村通信員運動 に関 して具体的 な構想 を練 ったブハー リン

の構想 とそれ をめ ぐる党内情勢 が分析 され る。 その中で出版活動や農村通信員 の活動 につ いて

は党の働 きか けが主導す るとはいえ、農 民大衆 の 自発性 を引き出 し、党 と大衆 との双方 向性 を
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保 障す る もの としての 「投書」 の役割 が最終的 に重視 され、 それ を前提 として農村通信員運動

が展 開 してい くことが確認 されて いる。

第 二章では、具体的 に農村 におけ る出版活動 と、農村 通信運動展開の初期段階 を具体的 に『貧

農』紙 と 『農 民新 聞』紙 を素材 として、農村通信員 の構成や 両紙 に投稿 され た 「農民 の投書」

の内容 が分析 され る。 その結果 、党機 関紙プ ラ ウダの40倍 を越 える購読者数 を持 った 『農民新

聞』 に掲載 され た農 民の投 書が、政府 の農業政策や 当時農民 が抱 えてい た農業 問題 、そ して何

よ りも農村 社会 の様 々な問題点 を農 民 自身 が主体 的 に把握 し、投書 してい た事 実が評 細 にわ

たって明 らかに され てい る。初期 の運動 を坦 った 『貧農』紙 には当時の農村社会 の識字率 の低

さが関係 して、農村活 動家や農村 インテ リが参加す るだけで、ブハー リンの政策 的意 図は必ず

しも達成 され なかったのに対 して、後者 の 『農 民新 聞』 にお いて初 めて、非党員 の多数 の農民

層 に対す る働 きかけが成 功 してい くことが確認 され てい る。1925年3月 のセ リコル代表 団のス

ター リン との会 見を、論者 はその象徴 的事例 として挙 げてい る。

第三章では、 この よ うな農村社会 の 自律性 が頂 点に達 して以降、農村通信員 に対す る迫害事

件 として、従来 は 「富農 ク ラーク層 に よる反革命運動」 として理解 されて きた事件 を分析す る

こ とに よって、 この事件 が党の端 末機構 と農村社会 との間で発生 した緊張 関係 を示す ものに他

な らない ことを明 らか に してい る。 っま り、一方 での党 の末端機構 の農村社会 か らの 「遊離」、

他方での末端機構 の農村 への 「埋 没」を ともに回避 す るための運動 と して1924年 秋 に開始 され

た 「ソヴィエ ト活発化 」政策 が、農村通信員 の活動 を党末端機構 の改善 に向けた農民運動 の側

か らのベ ク トル と して展開 させ てい くことを保 障 した こと。 この過程 でセ リコル迫 害問題 が発

生 した ことが解 明 されてい る。 具体的事例 分析 と しては、1923年3月 ウクライ ナのオデ ッサ の

小村 ドゥイモ フカで発 生 した、農村 地域 コムニス トがセ リコル通信員 を迫 害 した事件 が分析 さ

れてい る。

第四章では、第三章の事件 を契機 と して農村 通信運動 の性格 をどの よ うに位置 づけ るのか、

通信 員運動 を党か ら相 対的に 自律性 をもつ もの とす るのか。 その場合 に、そ もそ も党 は労農大

衆 の批判 の対象なのか 、それ とも指導者 なのか。 これ らの問題 をめ ぐる論 争の なかで1925年 後

半以降展開 してい く党の指導性強化の方向性。 また農村社会 におけ るセ リコル と党組織 との軋

礫 の永続化。 この よ うな情勢 を背景 と して、経 済建設 におけ る 「再建」期へ の移行 が党中央か

ら農村 に対す る農業 改 良運動 へ の要請 の強化 とな って現れ てい くこ と、その 中で農 村 のアク

チー フで あるセ リコル に対す る 「上か ら」の要請が強化 され てい くこと。 この ことが、農村通

信員運動 の性格 を大 き く転換 させ てい くこ と、農村 通信員運 動の要であ る投書活 動、党 と結び

つ く農村 アクチー フ と農村社会の 自律性 を代弁す るセ リコル との間に明確 な亀 裂が発 生 してい

くことが跡付 け られて いる。
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終章 では、1927年 末 か らの穀物調達危機が農村社会全体 の 自律性 を奪い取 り、農村通信員運

動その ものを も最終 的に葬 り去ってい くことが展望 され る。そ の上 でネ ップ期 の農村通信員運

動が、党、国家、社会三者 の関係 において民主的 な ソ連邦形成 の可能性 を示す一つ の運動で あっ

た ことが結論づ け られ てい る。 それ は、何 よりもネ ップ期が党や 国家 に対す る農村社会の主体

的な 自律性 が展 開 していた時期に他 な らず 、現実 に貫徹 したスター リン体制 か らその後1991年

まで続 くソ連体制 が押 し込 めた民主的 ソ連邦 のも う一つ の現実 には選択 され なか った可能性が

存在 していたこ とを意 味す る ことを論者 は明 らか に してい る。

論者 は、以上の考察 によって農村通信員運動の新 しい理解 を提示す る とともに、 旧来の ソ連

邦史 、ロシア現代史の教条的 かつ硬 直的な歴史像 を克服す る研究視角、そ して何 よ り豊富な史

実を対置す るこ とに成功 している。 ソ連邦崩壊 以後の情報公 開 の恩恵 を得た論者 の研 究に よっ

て、ロシア現代史の実証水準 は大 き く引上 げ られ る とともに複眼的 なソ連 現代史像 の再構 成へ

の道 が大 き く切 り開かれ た。

よって本論文の提出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るもの と認

め られ る。
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